













上に Vantage Pro Plus（Davis 社製）という気象観測器を設置し，観測とネット配信を続けて
きたが，観測器が経年劣化し，一部の観測が不能になったため配信を中断せざるをえなかった。










　まず本研究の気象観測の意義について述べる。本学日進キャンパス（北緯 35 度 9.2 分，東
経 137 度 2.1 分，以下「日進」）は，気象庁のアメダス観測地でいうと「名古屋」（名古屋市千
種区日和町。北緯 35 度 10.0 分，東経 136 度 57.9 分）と「豊田」（豊田市高町。北緯 35 度 7.9
分，東経 137 度 10.6 分）との間に位置し，付近にアメダス観測点が存在しない名古屋市名東区・
長久手市・日進市などの名古屋市東郊に位置する観測点としての意義をもっている。
　しかもアメダスではデータ更新間隔が 60 分であるのに対し，「日進」は記録の更新間隔は
10 分であり，ネットでの配信表示は現在 15 分間隔である（任意に短縮できる）。すなわちア
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は 97m。温度計と雨量計は設置面上 1.5m，風向・風速計は設置面上 2.2m にある。
2. 観測値の分析
　本稿の分析は，主な観測項目の月別平均値を取ることで，観測値の季節差や年周期性を確認











































期となるが，その中では 5 月の変化が比較的緩やかであることから，5 月と 6 月の間は夏とは
異なる大気状態（気団）とみなすこともできる。
b）日変化









































　図 2（b）によれば，8 時の大きな極大，14-15 時の大きな極小，そして 21 時の小さな極大，3







中の降雪を「名古屋」から探ると，降雪量（降雪日数）は，2017 年 1 月で 8cm（5 日），2 月
で 1cm（4 日），3 月で 0cm（2 日）であった。ちなみに降雪量は１cm を降水量１mm に換算












量が少なく，暖候期（4-9 月）特に 6 月（梅雨）
と 9 月（秋雨前線・台風）は降水量が多いと
いえる。
　図 3（a）をみると，降水量は，7-8 月と 4 月
に多く，1 月に最小で 3 月まで少なかった。










は 1399.5mm），年間雨量としては 1981 年か
ら 2001 年の「名古屋」の平年値 1535.5mm
と比べてやや少ない。データ期間内に日本に
上陸 2 した台風は，2016 年の 10-12 月は０個，
2017 年は 7 月から 9 月までに各１個，計 3 個で，平年値 2.7 個並みであった（気象庁サイトより）。








　図 3（b）では 17 時と 22 時に顕著な極大がみられるものの，相対湿度の極大（図略）とは対
応しない。ついで 4 時が多く，度数も４時が最多であるが相対湿度の極大時の 5 時より前にず
れている。また極小時は量・度数とも 11 時であるのに対し，相対湿度の極小は 14 時と一致し
ない。17 時の雨は量の割りに度数が少なく，4 時の雨はその逆である。ここから 17 時の雨は
驟雨性（夕立の雨）で 4 時の雨は地雨性の傾向が探れる。
　また「大雨」（1 時間に 50mm 以上）に相当する 9mm/10 分以上の雨の時間分布を探ろ
うとしたが，該当数が 7 件と少なかったため傾向は見出せなかった。5mm/10 分（1 時間に












関係数は，全データで r=.150，降水時（降水量＞ 0）に限定するとさらに r=.053 と低くなる。




　 気 温 露 点 差（T-TD） は 3 ℃ 未 満 が 降 水 の 指 標 と い わ れ て お り， た と え ば 700hPa・
850hPa 面のアジア高層天気図（AUPQ78）で気温露点差が 3℃未満の領域が図示されている。
本データでも降水有り（>0）の 94.3％は気温露点差が 3℃未満に含まれていた。すなわち降水








定帯域は 400-1100nm であり，測定単位は 1W/m2 である。一方，UV（紫外線）センサーはフ
ォトダイオードタイプの変換器による測定帯域 280-360nm である。日射計と同じく全天型で







上端での日射量が最大になるのは，6 月 15 日 11 時 51 分であり，高度角は 78.13°，日射量は
1295.45W/m2 になるという。日最大日射量が最小となるのは，12 月 22 日 11 時 50 分，高度角




　日射量と UVIndex の夜間を含めた月平均値による年変化を図 4（a）に示す。日射量は 12 月
が極小で 6 月が極大となり，太陽高度角に対応している。
　図 4（b）の月間の最大日射量では，12 月が最小であるが，最大になったのは今期間は 8 月で





られる。最大 UVIndex の方は 5 月の極大性
がいくぶん弱く，やはり 8 月が強かった。こ
れらは 2016 年固有ではなく，例年の傾向で
ある。UVIndex に関しては過去 10 年も 8 月
は 5 月より高く（図略），後述するように今
回の極値も同日同時刻である。過去 10 年間
の最大値 14.5 を示したのも 8 月（2010 年）
であった。
　環境省（2004）の紫外線対策によれば，
UVIndex は 8 で「非常に強い」と評価され，
対策として「日中の外出はできるだけ控える」
と指示している。その 8 を越えた期間は 5-9
月の間であった（図略）。度数でみると，今





　「日進」は 11:30 〜 12:00 が南中であるため，
















日射量における紫外線の比率を便宜的に算出するため，紫外線率＝ UVIndex × 25 ／日射量
とし（25 を乗じたのは UVIndex の変換式からもってきたためであり，計算値は相対的な意味
しかない）そのデータを集計してみた。紫外線が有り（＞０）のデータにおける紫外線率の
年変化をみると（図略。図４の日射量と UVIndex の差の年変化がそれを示唆している），最
大 UVIndex と同様に 8 月にピーク，9 月に急降下というパターンがみられた。ここでも 8 月
は特異的に紫外線が強いといえる（η2 ＝ .140）。逆にいえば，UVIndex が 8 月でも高いまま
図４.  2016 年 10 月—2017 年 9 月の日
射量・UVIndex の年変化と日変化。
(a) 夜間を含めた月平均，(b) 月の最
大値，(c) 日射有 (>0) の正時平均
─ 100 ─
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なのは，この紫外線率の高さが原因ともいえる。また 10 月の値は 9 月とほとんど同じであり，








































図 5.  2016 年 10 月 —2017 年 9
月の風速の年変化（月平均：
a）と日変化（正時平均：b）













　主要な風向に絞ってその度数の年変化を図 7（a）でみると，北西風は 10 月から 3 月までの
寒候期に多く，特に 2-3 月に顕著に多い。北西風は厳冬期の冬型の気圧配置に固有の風向では





























北北東風は 11 − 12 月に多いことから，冬に卓越する季節風とは別の，先に冷える中央高地か
らの山風，7 月に多い南南東風は夏季の太平洋高気圧の周辺風と解釈できる。




















































れのある強度である。この頃の「名古屋」での最大 10 分雨量は 11mm（22 時 46 分）であった。
この程度の差は積乱雲の時間的・空間的発達の差によるものとみなせる。
c）最高気温
　2017 年 8 月 24 日 14 時 30 分のデータの 36.1℃である。この時，西南西の風 4m/s で，相対






　体感温度が最高値を示したのは，上の日ではなく，2017 年 7 月 26 日 15 時 10 のデータで，
気温 35.3℃に対し，熱指数および THWIndex が 44.6℃を記録した。熱指数は 41℃を超えると
「差し迫った熱中症の危険」とされる。この時，日射量は南中を３時間ほど過ぎていることも




　日射量が最大値を示したのは，2017 年 8 月 8 日 11 時 20 分のデータで，1239W/m2 であった。
この時 UVIndex も最高値を示し，10 分平均値で 12.4，瞬間値で 12.7 に達した。外出そのもの
を控えるべき値である。UVIndex についてはこの 10 分後も同じ値を示している。11 時 20 分
での気温は 29.6℃，相対湿度は 62％，風は南南東で 7.2 ｍ /s と比較的強かったため，大気中
のエーロゾルが少なかったのかもしれない（積雲があれば，快晴より紫外線の散乱光を増やす）。













　年周期を両極値の月で表現すると，太陽高度角と日射は 6 月・12 月の周期であり，気圧は 8 月・
12 月，気温は 8 月・1 月にずれる（露点温度は 7 月・2 月）。気温の位相のズレはまずは蓄積
効果によるものであるが（この原因による位相のずれは日周期でも発生する），本来なら夏に





　ただし，日射に相関するはずの UVIndex も極値が 8 月になっていることは梅雨では説明で
きない。UVIndex は過去の経年データでも月平均値では 6 月が最も高いが，最大値が 8 月に
出現する傾向がある。UVIndex が 8 月に最大値を示す理由は，前稿（山根，2006）で論及し
ており，それは一言で言えば大気中の微粒子の動向の影響である。まずエーロゾルについては，
５月は黄砂などが多く，8 月は減少する。さらに紫外線を吸収するというオゾン層は，本州唯
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